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　わたしの家にはけんびきょうがあります。お姉ちゃんが４年生のとき、下水しょり場の見学に行っ
て、けんびきょうでクマムシというび生物を見せてもらったのがおもしろかったから、子ども用のけ
んびきょうを買ったそうです。わたしが下水道のことを本で読んでいたら、
　「家の周りの道とかに生えているコケにも下水しょり地で役に立っているび生物がいるんだよ。」
　とお姉ちゃんが教えてくれました。でも、目にも見えないび生物が何の役に立つのかよくわかりま
せんでした。
　よごれた水をどうやってきれいにするのか調べたら、次のことが書いてありました。まず、沈砂池
というところで大きなごみをとって、砂を沈ませます。次に、最初沈でん池というところで土や汚物
などをゆっくり沈めて取りのぞきます。その次が、反応タンクというところで、び生物がよごれを分
解して、よごれをくっつけてかたまりを作ります。それから、最終沈でん池というところでび生物が
作ったよごれのかたまりをさらにしずめます。その後、塩素混和池で水をさらにきれいにして、最後
に塩素で消毒してから、川に流します。
　わたしは、大きなコーヒーフィルターみたいなもので何度もよごれを取って、ちょっと薬で消毒す
るだけだと思っていました。だから、時間をかけてよごれをしずめたり、び生物の力を借りてよごれ
を分解してきれいにするということにとてもびっくりしました。塩素を使って消毒するのは最後なの
です。もし、び生物がいなかったら、よごれが分解されないことになってしまいます。
　役に立つび生物がそんなに身近なところにいるなら、わたしも見てみたいと思いました。
　お姉ちゃんと家の近くでコケを取ってきて、けんびきょうで見てみました。説明してもらっても、
すき通ったカスみたいなものが見えるだけで、はじめはよくわかりませんでした。でも、ずっと見て
いたら、少し細長い丸にポコポコポコと足みたいなものがついている形が見えてきました。それがク
マムシだと教えてもらいました。
　水をきれいにしてくれるび生物はクマムシだけではなくて、レパデラ、シャトノータス、ブレファ
リズマなど、いろんな種類が本にのっていました。いつかチャンスがあったら、ほかのび生物も見て
みたいと思いました。び生物はとても小さいけれど、人のためになる大きな力を持っていてすごいと
思ったからです。
　わたしたちがよごした水を小さなび生物がきれいにしてくれていることを考えると、できるだけ水
をよごさないようにしないといけないと思いました。毎日あまり気にしていなかったけれど、今回、
下水道のことを勉強して、わたしたちが安心して水を使えるのは当たり前のことではなくて、みんな
が安心して水を使えるように働いてくれている人たちがいるということもわかりました。だから、こ
れからは、ありがとうの気持ちを持って、水を大切にして生活していきたいと思います。

　わたしのお父さんが子どものころは、家にぼっとんべん所がありました。よくスリッパを落として
しまうことがあり、すごく深くて自分も落ちてしまうんじゃないかとハラハラしていたそうです。今
ではぼっとんべん所はなくなり、じょう化そうがせっちされています。それはうら庭の地面の下にあ
るので、見た目ではどこにあるのか、どんな形をしているのか分からず、フタだけが見えているじょ
うたいです。
　わたしの住んでいる地いきでは、下水道が整びされています。家のしき地内には、ひらがなでおす
いと書かれたフタが11こあり、メダカの絵がデザインされているフタが１こあります。下水道とじ
ょう化そうのちがいについて気になったので調べてみました。
　両方とも汚水をせんじょうして川に放流するための汚水しょ理しせつですが、一番の大きなちがい
はよごれた水をきれいにする場所です。じょう化そうの場合は、家庭で汚水しょ理が行われますが、
下水道の場合は、下水かんを通り汚水しょ理場に運ばれてよごれが取りのぞかれます。じょう化そう
の場合、各家庭で定期的な清そうや点けんを行いバキュームカーによるくみ取りが必要となります
が、下水道の場合、そういった必要がありません。また、じょう化そう内のび生物が弱ってくると悪
しゅうの原いんとなりますが、下水道の場合、悪しゅうが軽げんされ、においにつられてやってくる
虫の発生もおさえられるためえい生的です。人口の少ない市町村で下水しょ理しせつを作ると一人あ
たりの整びひ用が高くなりますが、じょう化そうの場合、人口の少ない市町村でもこうりつ的な整び
がかのうとなり、自動車一台分てい度の広さでせっちできるため、せっち場所や地形地しつにえいき
ょうを受けにくいです。下水道にもじょう化そうにもそれぞれメリットデメリットがあることが分か
りました。
　わたしはよく家族で川へ魚つりに行きます。そこの水はとてもきれいですき通っていて、泳いでい
る魚のすがたがくっきり見えます。川がきれいでつった魚を食べられることは当たり前だと思ってい
ましたが、今回調べてみて当たり前ではなく、それは下水道のおかげだということが分かりました。
少しでも下水道に負たんをかけないために、油やかみの毛を下水かんに流さないように気をつけたい
と思います。
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